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※児童生徒結果－教員結果・保護者結果

教員 児童生徒 保護者

① 100

② 100

③ 100 87.3 94.3

④ 94.1 91

① 70.6

② 100

③ 64.7

教員 児童生徒 保護者

① 100

② 94.1

① 94.1 89.2

② 82.4 89.2

③ 52.9 81.6

④ 64.7 87.3

⑤ 94.1 89.2

⑥ 100 93.4

① 100

② 82.4

③ 94.1

④ 64.7

① 88.2 74

② 100 84.4

・調査項目①と④では、どちらも児童アン
ケートの結果が80％以上となり、目標指数
を上回ることができた。

・①の項目では、教員児童ともに肯定的回
答の割合が高くなっている。教員の授業づ
くりの工夫により、各学年で意欲的に学習
に向かえる児童が多くなっている。

・③の項目では、「児童が上手く伝わるよ
うに工夫して発表している」と感じれてい
る教員の割合が53％とかなり低い結果と
なっていた。また教員と児童の意識の差が
28.7％と大きく開いていた。教員が児童に
求める姿のイメージが曖昧なのではないか
と考えられる。

・④の項目では、教員側が低い結果となっ
た。授業の中で、意図的に話し合う活動は
設けているが、話し合う活動の内容の指導
と児童の力がまだ不十分だという教員の意
識が感じられた。

・①の項目では、２学期も引き続き、児童
が「やってみたい！」と意欲的に取り組め
るような、学習課題や学習活動を取り入れ
るよう、校内研修会等で先生方に呼びかけ
る。

・③の項目では、全校で取り組める「発表
のコツ」を教室掲示し、発表するときは
「上手く伝わるように工夫する意識」が持
てるようにする。

・④の項目では、２学期に実施する「授業
交流」で、グループでの話し合い活動の様
子を、授業を見る視点に設定し、子教員と
児童の意識を高められるようにする。

児童生徒は、学級の友達との間で話し合う活
動を通じて，自分の考えを深めたり，広げた
りすることができている。

児童生徒は、自分の考えを発表する機会で
は，自分の考えがうまく伝わるよう，資料や
文章，話の組み立てなどを工夫して発表して
いる。

・年度始めに家庭学習の進め方について全
校に指導した。保護者に向けても啓発を
行った。しかし、宿題に対する意欲や必要
感を十分に持たせているとは言えない。
・毎週木曜日を学習用端末持ち帰りの日と
したことで、取組が進んだ。キュビナやド
リルプラネットなどの学習用アプリを利用
したり、写真を撮影したりなど、児童が意
欲的に学習に取り組めるように、各学年の
担任が課題の出し方を工夫していた。

・2学期のはじめに、再度児童、保護者に
対して家庭学習の目的、取り組み方等につ
いて啓発を行う。
・10月に家庭学習調べを実施し、その結果
をできるだけ早く児童、保護者に知らせ、
取り組み方の改善につなげる。

学習用端末を活用した家庭学習に取り組める
よう課題を工夫している。

集計

全職員が学力向上の取組の目的や意義を理解
し、課題の解決を期待できると納得して共通
実践に取り組んでいる。

校区の小・中学校間で学力について情報交換
し、課題について共有している。(小中連携）

集計

児童生徒は、コンピュータなどのICT機器を、
他の友達と意見を交換したり、調べたりする
ために使用している。

達成状況の分析 改善策

・調査項目①、②ともに、年度当初に今年
度の研究の重点の確認と提案授業を行い、
さらに、研究授業を１つ行ったことで、研
究の内容や目指す授業スタイルの共通理
解、共通実践につなげることができた。そ
の結果、目標指数を上回ることができたと
いえる。

・２学期も、継続して計画通りに学校研究
を推進していく。また、目指す授業の意識
を、教師間だけではなく、教師と児童、児
童同士でも高めるために、クラス間で授業
を見合う「授業交流」の取組を行う。
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①②③の平均が８５％以
上

指導計画の作成に当たっては、学校の教育目
標の実現に向け、各教科等の教育内容を教科
横断的な視点で組み立てている。

家
庭
学
習

①②の項目について、
職員の平均が８５％以上

家庭学習の取組として、学習方法や課題の課
し方等を校内で共通理解を図っている。
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①と④の児童の割合が
中間・・・８０％
年度末・・・８５％

・①②③の平均が92.2％となり、目標を上
回っているものの、小中連携についてはポ
イントが大きく下回っている。
・年度当初に見直しを行ったカリキュラム
マップにもとづいて、教育課程を実施する
ことができた。また、夏季休業中にカリ
キュラムマップの見直しを行い、改善点を
修正し次年度に活かせるようにした。２学
期の取組について、プログラミング学習や
書く力を高められる教材の実施時期や関連
する活動を確認し、見通しをもって教育課
程を実施できるようにした。
・全教職員で児童の実態改善に向けた共通
実践の内容を検討し、決定した取組に対し
て必要感をもって実施できた。
・松陽地区全体で取り組んでいくこととし
た算数検定の取組が進んでいない。

・夏季休業中に見直したカリキュラムマッ
プにもとづいて、２学期も教育課程を実施
する。改善点があった場合は、すぐに見直
しを行う。
・漢字・計算ドリルの進め方、誤答の解き
直し方についても全校で取り組み方を共通
理解し、実践していく。また月末に共通実
践をチェックすることも継続していく。
・算数検定を確実に実施するよう、教務主
任を中心に担任への声掛け、サポートを強
化する。月末に取組の進捗状況をチェック
する。

児童生徒や学校、地域の実態を捉えて教育課
程を編成し、実施し、評価して改善を図る一
連のＰＤＣＡサイクルを確立している。

数値・アンケート結果（％）

※差

児童生徒は、課題の解決に向けて、自分で考
え、自分から取り組んでいる。
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目

目標指標 評価達成度アンケート内容・調査項目
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学
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研
究

①②の平均が
中間・・・８５％以上
年度末・・・９０％以上

研究主題に迫る目指す授業スタイルを共有
し、単元（授業）構想シートなどの具体的な
取組を共通実践している。

授業研究では、教職員一人一人が研究の重点
を意識して主体的に取り組んでいる。

集計

集計

児童生徒は、話し合う活動では、話し合う内
容を理解して、相手の考えを最後まで聞き、
友達の考え（自分と同じところや違うとこ
ろ）を受け止めて自分の考えを伝えている。

児童生徒は、振り返る活動の中で、授業の目
標に沿って自分の学びの変容を実感したり，
学びに対する達成感を得られたりしている。
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項
目

目標指標 評価達成度アンケート内容・調査項目

学校組織の中で自分の役割が明確であり、創
意工夫しながら取り組むことができている。
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①②③の項目について、
肯定的回答をしている職
員の割合が平均９０％以
上

80時間越えゼロに向け、時間外勤務の削減に
取り組んでいる。

定時退校ウィークの意義を理解し、業務改善
のために実践していることがある。
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①②の項目について、肯
定的回答をしている職員
の割合が平均９０％以上

③④の項目について、肯
定的回答をしている児童
の割合が平均８５％以上

生徒指導の３機能を活かした授業づくり,安
心・安全な居場所づくりに努めている。

児童の自己有用感を高め、共感的人間関係を
育むように努めている。

児童が「自分にはよいところ、成長したとこ
ろがある。」と実感している。

相手の気持ちを考えた言動をしている。

集計

めざす児童生徒像

　つよく　やさしく　かしこい子

【つよさ】　　真の強さをもった子に
【やさしさ】　すべての人にやさしい子に
【かしこさ】　みんなでとことん考える子に

※差 達成状況の分析 改善策

・③④の項目について、目標指数は達成す
ることができた要因として、活動後の学年
間をまたいだメッセージのやりとり、高学
年と低学年との交流、学習活動や行事の際
にめあてをたてて振り返りをすることで自
覚化をはかったことが良かった。
・教員と児童アンケートで差があった原因
として、児童が、良くなかった点を自覚し
正直に答えたことが数値に出たと考えられ
る。

・よかったことは続けていく。
・Ｃ，Ｄをつけた児童を把握し、個別に話
を聞き、様子を見守る。
・声かけのタイミングを大事にし、振り返
りに対する肯定的なコメントをしていく。
・良かった行動を具体的に認めていくこと
を大切にしていく。

達成状況の分析 改善策

・４～６月の時間外勤務時間は平均31時間
であり、目標値（40時間）よりも少なく昨
年度よりも減っている。しかし、80時間超
えの職員がいることが課題であり、業務改
善の意識はあるが、実際の時間外勤務時間
の削減にはつながらないのが実情である。
・業務改善の意識が定着しつつあるため
か、特に意識して工夫をしなくても、仕事
を切り上げ退勤する職員が増えてきたのか
もしれない。

・継続して学習支援員、スクールサポート
スタッフに授業準備、印刷、配布、環境整
備等を依頼し、業務軽減を図る。定時退校
ウィークについても、清掃と帯タイムを短
縮した日課とし、早く業務を終えることが
できるようにする。
・会議の日時設定を工夫して業務の効率化
を図る。
・時間外勤務時間が多い職員に対して、管
理職が現状を把握し業務軽減の対応策を講
じる。


